



























































































































































































































































































































味する。(12) の “露一手” では、〈披露する〉意味を表す “露”、〈ちょっと〉
の意味を担う数詞 “一” と技術や腕前などを数える類別詞の “手” が連結し
て、〈腕前〉を表す目的語を省略し、慣用句全体で〈ちょっと（腕前を）披
露する〉という慣用的意味を表す。何らかの行為を行う時の道具で、行為そ
れ自体を数えるという用法は、日本語と中国語の両方に見られる。管見の限
り、中国語の身体部位詞のこの用法が日本語より多く見られる傾向がある。
本稿では、詳しい考察を省略し、言及することにとどめておく。
おわりに
　慣用句に表れた「手」の意味拡張を分析した結果、日本語では、〈労力〉
〈手段・方法〉〈腕前〉〈関わり合うこと〉〈所有すること〉〈碁や将棋などの
着手の回数を数える類別詞〉などの用法を持っている。一方、中国語では、
〈人〉〈手段・方法〉〈腕前〉〈手元〉〈支配下〉〈技術や腕前などを数える類
別詞〉という意味拡張が起こる。このように、両者の間に異なる意味拡張が
見られる。しかし、身体部位を表す「手」から〈人〉〈手段・方法〉〈腕前〉
へと意味が拡張されることは共通している。つまり、メトニミーに基づき、
「手」は何らかの行為に用いられる道具を表すことから、行為のフレームに
あるほかの関連する要素、すなわち、その行為を行う人、その行為に要求さ
れる方法、その行為に要求される能力や技術を表しており、両言語におい
て、拡張のプロセスは同じであると言える。
　一方、相違点を分析した結果、日本語の〈所有すること〉〈関わり合うこ
と〉は行為のフレームにおいて、メトニミーによって行為の結果を表してい
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るのに対し、中国語の〈支配下〉は行為のフレームにおいて、メトニミーに
よって行為の伴う力が作用する範囲を表し、また〈手元〉は位置的な側面に
焦点化し、メトニミーによって拡張した意味である。それぞれの意味拡張は
図２に示すネットワークを形成している（周辺的な用法を除く。実線の矢印
はメトニミーによる拡張を表す。斜線部は両言語が共通している意味拡張で
ある）。
日本語の慣用句における「手」の意味拡張
〈所有すること〉、〈関わり合うこと〉
〈人〉
機能 行為を行う道具 〈手段・方法〉
〈腕前〉
〈支配下〉
位置 際立つ部位 〈手元〉
中国語の慣用句における「手」の意味拡張
図２　日中慣用句における「手」の意味拡張
　図２からみると、機能的な側面に焦点化した意味拡張が慣用句に現れる
「手」の意味の中核部分をなしていることが分かる。両言語の共通している
意味も「手」の機能に注目して拡張したものである。このように、機能的な
側面に重点を置いているということは、機能的に働く「手」の身体における
重要性によるものであろう。
　今回考察した結果、日中慣用句における「手」の拡張した意味同士には行
為のフレームにおける関連性がみられ、そして、基本義から派生義までのプ
ロセスについて、両言語は同様であるという結論に至った。また、身体部位
詞「目」に関しても、やはり同様の結論が導かれる5）。つまり、有薗（2013）
が提示した行為のフレームは、日本語の身体部位詞の意味拡張のプロセスが
5） 呉琳（2014）を参照。
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明らかになるだけでなく、中国語の身体部位詞の解明にも適用可能である。
付記：本研究は陝西省教育科学「十三五」規劃2018年度課題「移動環境下的日語習語学
習資源建設研究」（SGH18H006）及び西安交通大学2018年本科教学改革研究青年項目
「多模态视角下的词汇学教学策略研究」（1802Q-03）の支援による研究成果の一部である。
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